
 
 

 青
森
県
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
合
対
策
局
が
応
対 

青
森
県
庁
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

総
合
対
策
局
を
訪
れ
た
の
は
、

青
森
県
六
ヶ
所
村
で
「
花
と

ハ
ー
ブ
の
里
」
を
経
営
す
る

菊
川
慶
子
さ
ん
と
、
岩
手
か

ら
は
当
会
の
永
田
文
夫
世
話

人
ら
三
人
、
そ
れ
に
宮
城
、

千
葉
か
ら
各
一
人
ず
つ
の
合

計
六
人
で
し
た
。
面
談
し
た

の
は
、
同
局
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
振
興
課
企
画
調
整
報
道
監

三
上
雄
二
氏
と
、
小
坂
哲
生

氏
、
小
山
田
康
雄
氏
ら
総
勢

六
人
。
十
社
ほ
ど
の
報
道
関

係
者
に
囲
ま
れ
て
、
約
三
〇

分
ほ
ど
の
会
見
で
し
た
。 

 青
森
県
は
、
日
本
原
燃
に

申
し
入
れ
を 

永
田
文
夫
世
話
人
が
『
要

望
書
』
を
読
み
上
げ
、「
青
森
、

岩
手
の
県
民
に
と
っ
て
放
射

能
放
出
は
許
し
難
い
行
為
で

す
。
昭
和
六
三
年
十
二
月
の

青
森
県
議
会
へ
の
提
出
資
料

『
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
設
置

図
』
に
は
、『
ク
リ
プ
ト
ン
８

５
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
除
去
施

設
』
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
除
去
は
技
術
的
に
可
能

で
あ
り
青
森
県
は
日
本
原
燃

に
除
去
装
置
設
置
を
要
求
す

る
べ
き
で
す
」
と
強
調
し
ま

し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
三
上
報

道
監
は
「
再
処
理
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
の
廃
液
は
国
の
指
導

の
も
と
原
子
力
関
係
法
の
規

制
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
」
と
答

え
ま
し
た
。 

原
発
の
千
倍
以
上
の
濃
度

の
放
射
能
を
流
し
て
も
「規

制
値
以
内
」か
？ 

要
望
者
側
か
ら
、
「
排
出

放
射
能
液
は
、
一
般
原
発
の

規
制
値
よ
り
も
数
百
倍
も
濃

い
濃
度
で
流
し
続
け
ら
れ
、

す
で
に
、
昨
年
四
月
以
来
ト

リ
チ
ウ
ム
は
総
量
で
四
九
四

兆
ベ
ク
レ
ル
に
達
し
、
一
二

七
二
人
を
致
死
さ
せ
る
ほ
ど

の
量
で
あ
る
。
再
処
理
工
場

の
み
が
放
射
能
を
垂
れ
流
し

て
良
い
、
と
い
う
根
拠
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
」
と
す
る
具

体
的
な
例
を
挙
げ
た
質
問
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

す
る
三
上
報
道
監
の
答
は

「
六
ヶ
所
村
周
辺
の
住
民
の

被
曝
量
は
〇
・
〇
二
二
㍉
シ

ー
ベ
ル
ト
以
下
で
あ
り
、
安

全
で
あ
る
」
と
い
う
従
来
の

見
解
以
外
の
答
え
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。 

放
射
能
の
か
な
り
の
部
分
は

ト
リ
チ
ウ
ム
と
ク
リ
プ
ト
ン 

要
望
者
側
か
ら
、「
海
洋
に

原
発
規
制
を
上
ま
わ
る
放
射

能
廃
液
を
流
し
て
も
違
法
で

は
な
い
と
い
う
の
は
、
同
じ

放
射
能
な
の
に
お
か
し
い
。

規
制
法
の
二
重
基
準
は
認
め

ら
れ
な
い
。
」
と
す
る
意
見
や 

 
 

「
再
処
理
工
場
は
放
射
能
除

去
装
置
を
付
け
て
、
少
な
く

と
も
一
般
原
発
並
み
に
放
射

能
を
除
か
な
い
か
ぎ
り
動
か

す
べ
き
で
は
な
い
」
、
「
ト
リ

チ
ウ
ム
除
去
技
術
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
『
原
子
力
百
科

事
典
』
を
管
理
す
る
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が

『
レ
ー
ザ
ー
同
位
体
分
離
法

と
い
う
技
術
を
、
世
界
に
先

が
け
て
実
証
し
た
』
と
報
じ

て
い
る
よ
う
に
、
既
に
可
能

な
技
術
で
あ
る
。
放
出
放
射

能
の
か
な
り
の
部
分
は
ト
リ

チ
ウ
ム
と
ク
リ
プ
ト
ン
で
あ

り
取
り
除
け
る
。」
等
と
い
う

発
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

安
全
協
定
第
５
条
は
「
飾

り
」に
過
ぎ
な
い
の
か 

要
請
者
側
は
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
安
全
協
定
第
五
条
は

「
放
射
能
低
減
の
た
め
の
技

術
開
発
と
措
置
」
を
謳
っ
て

お
り
、
こ
の
条
項
に
基
づ
い

て
、
青
森
県
は
日
本
原
燃
に

「
除
去
装
置
設
置
」
を
申
し

入
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
指
摘

し
ま
し
た
。
三
上
報
道
監
は

「
知
事
に
伝
え
る
」
と
答
え

ま
し
た
。 
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青森県庁で要請行動   ５月１５日 
   六ヶ所村・（株）日本原燃には「要望書」を送付 

 

六
ヶ
所
村
再
処
理
工
場
か
ら
の
放
射
能
に
よ
る
海
の

汚
染
を
止
め
さ
せ
る
た
め
、「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」（
菊
川

慶
子
代
表
）
、
「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
（
田
村
剛

一
会
長
）
、「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」

（
永
田
文
夫
世
話
人
）
の
会
員
ら
六
人
が
、
五
月
十
五
日

青
森
県
庁
を
訪
れ
て
、
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
青
森

県
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
局
へ
の
要
望
書
提
出
の
後
、
マ
ス
コ

ミ
各
社
と
の
記
者
会
見
も
な
さ
れ
ま
し
た
。 

要
望
事
項 

○
海
に
空
に
、
放
射
能
を
放

出
し
な
い
こ
と
。（
一
般
原

子
力
発
電
所
並
み
の
放
出

基
準
を
守
る
こ
と
） 

○
廃
水
・
排
気
は
放
射
能
除

去
装
置
で
放
射
能
を
取
り

除
い
た
の
ち
放
出
す
る
こ

と 

○
除
去
装
置
を
設
置
す
る
ま

で
は
本
格
操
業
に
入
ら
な

い
こ
と
。 



六ヶ所再処理工場 ２００６年度 使用済み燃料処理数・量のまとめ 「原燃月例」

報告から 
 ＰＷＲ（加圧水型） ＢＷＲ（沸騰水型） スケジュール 

 処理体数 処理ウラン 処理体数 処理ウラン ステップ 予定 

 （体）  約（トン） （体）  約（トン） 実績  

４月 8 4 0 0 第１ステップ  

５月 28 13 0 0 ３．３１～６．２６ 約３０㌧ 

６月 31 14 0 0 ６７体・３１㌧  

７月 0 0 0 0   

８月 6 3 0 0 第２ステップ  

９月 0 0 0 0   

１０月 103 47 0 0 ８．１２～１２．６ 約６０㌧ 

１１月 0 0 57 10   

１２月 0 0 0 0 １６６体・６０㌧  

１月 0 0 0 0 第３ステップ  

２月 0 0 1３０ 2３ １．２９～４．２６ 約７０㌧ 

３月 0 0 145 27 ２７０体・５０㌧ 

合計 176 81 332 ６０ ＊４月、２０㌧予定 

 

 

 

「設
計
ミ
ス
が
あ
っ
た
」と 

日
本
原
燃
が
発
表 

四
月
十
八
日
、
日
本
原
燃

は
「
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で

二
つ
の
機
器
の
耐
震
設
計
に

計
算
ミ
ス
が
あ
っ
た
」
と
発

表
し
ま
し
た
。
一
つ
は
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
の
使
用
済
み
燃

料
集
合
体
を
包
む
「
チ
ャ
ネ

ル
ボ
ッ
ク
ス
を
せ
ん
断
す
る

装
置
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ

は
「
使
用
済
み
燃
料
集
合
体

を
プ
ー
ル
か
ら
引
き
上
げ
る

装
置
」
で
、
ど
ち
ら
も
精
密

な
遠
隔
操
作
で
動
か
す
、

３
・
５
㌧
も
あ
る
大
型
の
機

械
で
す
。 

こ
の
装
置
を
納
入
し
た
日

立
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
が

一
九
九
三
年
に
設
計
し
た
と

き
に
、
地
震
の
固
有
振
動
数

を
入
力
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、

逆
数
の
固
有
周
期
を
入
力
し

た
と
い
う
誤
り
を
犯
し
た
と

い
い
ま
す
。
九
六
年
に
な
っ

て
担
当
者
は
誤
り
に
気
づ
き

ま
し
た
が
、
報
告
せ
ず
十
一

年
間
も
隠
し
続
け
て
来
た
と

言
う
こ
と
で
す
。 

日
本
原
燃
は
四
月
十
三
日

に
日
立
製
作
所
か
ら
「
そ
の

誤
り
の
可
能
性
」
の
報
告
を

受
け
、
四
月
十
七
日
に
「
正

式
な
通
告
」
を
受
け
た
と
発

表
し
て
い
ま
す
。 

大
き
な
地
震
で
は
大
事
故

の
可
能
性
が
あ
っ
た 

こ
の
発
表
は
実
に
恐
ろ
し

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
装
置
を
使
っ
て
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
が
昨
年
三
月
末

日
か
ら
強
行
さ
れ
ま
し
た
。

既
に
第
三
ス
テ
ッ
プ
ま
で
進

み
、
こ
の
一
年
間
に
「
せ
ん

断
処
理
」
さ
れ
た
使
用
済
み

核
燃
料
は
、
下
表
に
見
る
よ

う
に
、
第
一
ス
テ
ッ
プ
約
三

〇
㌧
、
第
二
ス
テ
ッ
プ
約
六

〇
ト
ン
、
第
三
ス
テ
ッ
プ
は

予
定
の
約
七
〇
㌧
中
、
約
五

〇
㌧
が
三
月
末
ま
で
に
せ
ん

断
さ
れ
、
総
計
百
四
〇
㌧
に

の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
一
年 

間
に
青
森
県
地
域
を
大
き
な

地
震
が
襲
っ
て
い
た
な
ら
、

大
き
な
事
故
に
発
展
す
る
可

能
性
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

作
業
は
四
月
十
六
日
ま

で
続
け
ら
れ
て
い
た 

（
株
）
日
本
原
燃
は
、
四

月
二
六
日
、
青
森
市
内
で
記

者
会
見
を
行
い
、「
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
第
三
ス
テ
ッ
プ
が
終

了
し
た
」
と
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
三
月
二
九
日

の
記
者
会
見
で
、
兒
島
伊
佐

美
社
長
は
「
第
三
ス
テ
ッ
プ

は
、
Ｂ
Ｗ
Ｒ
（
沸
騰
水
）
型

原
子
力
発
電
所
の
使
用
済
み

燃
料
を
二
月
五
日
か
ら
七
日

に
か
け
て
四
六
体
、
二
月
二

五
日
か
ら
三
月
八
日
に
か
け

て
二
二
九
体
せ
ん
断
し
ま
し

た
。
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
は
異

な
る
も
う
一
方
の
系
列
を
初

め
て
使
い
ま
し
た
。
四
月
に

は
、
Ｐ
Ｗ
Ｒ
（
加
圧
水
）

型
原
子
炉
使
用
済
み
燃

料
の
せ
ん
断
を
開
始
す

る
予
定
で
す
」
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
矢
先

に
、
「
耐
震
装
置
設
計
ミ

ス
」
が
発
覚
し
た
わ
け
で
、

当
然
作
業
は
即
刻
中
止

さ
れ
る
べ
き
で
し
た
。 

使
用
済
み
燃
料
せ
ん

断
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
「
主
排
気

筒
」
の
ク
リ
プ
ト
ン
の
排

出
グ
ラ
フ
で
、
作
業
状
況

が
推
察
出
来
ま
す
。
監
視

を
続
け
て
来
た
市
民
団

体
の
報
告
で
は
、
こ
の
四

月
に
な
っ
て
、
二
〇
㌧
の

せ
ん
断
作
業
は
四
月
八

日
か
ら
断
続
的
に
続
け

ら
れ
四
月
十
六
日
の
十

五
時
三
〇
分
、
四
四
体
目

で
終
了
し
ま
し
た
。 

既
に
、
十
三
日
に
は

「
非
公
式
」
で
あ
れ
、
設

計
ミ
ス
が
伝
え
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
す
か
ら
、
明

白
に
「
危
険
な
作
業
」
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。 

「九
体
を
せ
ん
断
し
残 

し
た
」と
い
う
情
報
が
あ
る 

さ
ら
に
、
ク
リ
プ
ト
ン
排

出
モ
ニ
タ
ー
画
面
を
監
視
し

て
い
た
市
民
団
体
か
ら
は

「
二
月
二
五
日
か
ら
三
月
八

日
ま
で
行
わ
れ
た
Ｂ
Ｗ
Ｒ
型

燃
料
の
せ
ん
断
は
、
予
定
の

う
ち
、
九
体
を
残
し
て
停
止

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
第
三

ス
テ
ッ
プ
は
計
画
通
り
に
は

進
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。 

 地
震
の
多
い
下
北
半
島

で
の
再
処
理
は
危
険 

 

下
北
半
島
は
、
東
に
日
本

海
溝
を
控
え
、
切
り
立
っ
た

海
底
崖
が
近
接
す
る
地
震
の

多
い
地
域
で
す
。
近
年
に
お

い
て
も
一
九
〇
二
年
一
月
の

三
戸
地
震
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
０
、
一
九
三
一
年
三

月
の
青
森
県
南
東
沖
地
震
が

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
６
の

強
い
地
震
で
し
た
。
当
時
は

大
都
市
や
大
型
工
場
が
な
か

っ
た
か
ら
、
被
害
が
少
な
く

目
立
た
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。

再
処
理
工
場
が
大
地
震
で
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
る
場
合
は
、

想
像
を
超
え
る
大
き
な
被
害

に
発
展
す
る
可
能
性
が
常
に

有
り
ま
す
。
下
北
半
島
で
の

核
燃
サ
イ
ク
ル
事
業
は
常
に

危
険
と
背
中
合
わ
せ
だ
と
い

え
ま
す
。（
尚
） 

「耐震設計ミスの機器」を使って 

アクティブ試験が行われていた 


